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研究職
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菊花宇・マーケティング職
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宇宙空間利用

宇宙関連政策の立案・実施
宇宙工学等の勉強
就職・転職を検討

宇宙保険
衛星通信サービス

輸送機開発
衛星データ利活用

衛星運用
宇宙機部品製造
宇宙人材の育成

宇宙事業支援・コンサル
特にかかわりはない
宇宙関連人材紹介

衛星開発
事業進出・連携を検討

有効性評価アンケート結果（1/12）アンケート実施概要
1. 目的： 宇宙スキル標準（試作版）の理解度・改善点・宇宙産業に対する印象の変化等、スキル標準の有効性に

  関する調査を実施し、宇宙スキル標準（決定版）作成の参考とするため。
2. 調査期間： 2025年7月15日~2025年8月15日
3. 調査方法： Webアンケートシステム（展示会ブース来訪者、事務局がリレーションを有する組織の方々に展開）
4. 調査対象： 大学生、社会人、人材エージェント、宇宙関連企業の人事担当者等
5. 回答数： 69名

【回答者の業種】 【回答者の職種】 【回答者の宇宙業界との関係性】

• 製造業・技術職が約半数
• 「宇宙業界に関わりはない」、「事業進出・連携
を検討している」が20％近くいる。
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33
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知らなかった
日経新聞

宙畑
内閣府のホームページ

その他宇宙系Webサイト
8/4のオンライン説明会

知人からの紹介
作成に関わった委員からの紹介

所属組織からの紹介
今年2月に実施したオンライン説明会

展示会

有効性評価アンケート結果（2/12）スキル標準の認知度・内容理解度について
• 回答者のうち62％(43/69)が「宇宙スキル標準を知っていた」と回答。回答者には宇宙業界に属していない層も含まれており、業界外
にも情報が届いていることが分かった。

• 宇宙スキル標準の周知において、事務局が実施している展示会出展やオンライン説明会などが最も効果的である(48/69)ことが分か
るが、所属組織や委員・知人からの紹介も一定の役割を果たしていることが分かる。

• 宇宙スキル標準は一定の認知を得ているものの、実際の活用にはまだ至っていない層が多いことが示されている。今後は、「宇宙スキ
ル標準の存在は知っているが、利用に至っていない層」に対して理解を促す工夫が求められている。

【宇宙スキル標準を聞いたことはあるか】 【どこで知ったか・情報を得たか (複数選択可) 】 【宇宙スキル標準の内容をどの程度理解・
利用しているか】

• 展示会や説明会でスキル標準を知った人が
半数以上。

• 認知はしているものの、利用に至っていない
層が多く、内容理解を促す工夫が必要。
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内容が難しく、理解しきれなかったため変化を感じていない

以前として高い専門性が必要で、自分とは距離があると感じた

宇宙産業に関わるにあたりハードルが以前より低く感じられた

もともと理解していた内容と大きな違いはなかった

人材育成の仕組みが整ってきていると感じた

自分のスキルを活かせそうだと感じた

宇宙業界は自分にも関われる可能性があると感じた

門が開かれているという印象に変わった

業界構造や仕事の広がりが理解できた

幅広い職種やスキルが関連していると知り、関心が高まった

有効性評価アンケート結果（3/12）宇宙業界に対する印象について
• 宇宙スキル標準は、宇宙業界に対する閉鎖的・専門的という先入観を払拭し、多様な職種やスキルが関与する開かれた業界という
印象を与える効果があることが示唆される。

• 関心の高まりや自己の関与可能性への気づきが多く見られることから、宇宙スキル標準は人材流入を促進するツールとして効果を発
揮している可能性が高い。

• 一方で、依然として専門性の高さを感じる人もいるため、今後はより平易な言葉で内容を伝えたり、具体的な活用例を示したりす
ることで、より多くの人にとって身近な存在にしていく工夫が重要となる。

【宇宙スキル標準を知ったことにより、宇宙業界への理解度は
  どの程度深まったか】

【宇宙業界に対する印象はどのように変わったか/変わりそうか】

• 回答者の多くが、宇宙スキル標準を知ることで宇宙業界への理解が深
まったと感じている。

• 「業界の門戸が広く開かれている」という印象を持ったという意見が多く
みられた一方で、「依然として高い専門性が必要」と感じた意見もある。
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有効性評価アンケート結果（4/12）宇宙スキル標準の活用意欲
• 前設問で６割程度いた「認知しているが利用に至っていない層」において、多数の方が「利用したい」と思っており、今後さらなる活

用・導入が期待される。
• 一方で、宇宙スキル標準の組織内での導入の仕方や期待効果の理解についてハードルがあることが分かり、導入に向けた事務局

のサポートや内容の改訂が課題であることが分かった。

【宇宙スキル標準を実際に利用してみたいと感じるか】 【「あまりそう思わない」と感じた理由】

• 全体の81%（「とてもそう思う」21/56、「そう思う」35/56）が肯定的
に回答。

• 「あまりそう思わない」と回答した理由としては、宇宙スキル標準の読み
解きにくさ・納得感に関する課題あり。

【その他】
・ロケット開発系に偏っていて、衛星開発系のスキルが網羅されていない
・国内しか通用しないように感じる
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スキル標準を使ったからといって、就職や転職に有利になるとは思えな
い

社外の認証制度や資格制度と併用する意味が薄いと感じる

他の機能基準で十分対応できている

すでに自社で独自のスキル評価制度や育成体系を整備している

対象範囲が広すぎて、自社に関係のある職種が見つけにくい

現場の実務とスキル標準の内容が合っていないと感じる

自社・自組織であスキル標準を活用するニーズがない

宇宙業界内でも多様な業務があり、一律の標準化が難しいと感じる
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特に課題は感じていない

求められているスキルの難易度が高いと感じる
求められている人物像やスキルが明確でないと感じる
宇宙業界に関する理解を深める場が不足している

必要な知識を身に着けることができる機会が不足している
賃金や賞与等が少ないと感じる

業務が属人化しており、配置転換が難しい
組織内の人材の能力を可視化できていない

共通的な評価基準がない
社員や生徒に対して、スキル向上に向けた資格検定等を提示できていない

人材育成にかける時間がない
実践的に学ぶことができる機会を提供できていない

人材育成のためのマニュアルや方法論がない
人材育成を担うことができる人材・指導層が不足している

志望者が少ない
条件に見合う志望者が少ない

潜在的な候補者に求めるスキル等を提示できていない

有効性評価アンケート結果（5/12）宇宙業界における人材面の課題
• 宇宙業界の人材面に関する「育成方針・マニュアルの欠如」（21件）が多く、次いで課題としては、「育成段階での指導者不足」

（27件）や「評価制度の不明確さ」（23件）や「採用時に必要スキルを提示できていない」（19件）など、人材育成・評価・採用
の各フェーズにおいて課題が広く存在していることが明らかとなった。

【宇宙業界における人材面の課題（複数回答可）】

採用

育成

評価

配置

就職・転職 • 「採用した人材を育成するための人材・指導
者が不足している」が最も多く挙げられた。

• また、「評価基準が不明確であり、正当な評
価が難しい」という課題も指摘された。
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資格や検定制度との連携により、スキルの裏付けをアピールしやすくなる

求人側と求職者間で、スキルや期待値を共通言語化できる
保有スキルと要件とのギャップを把握でき、効果的な学習計画を立てられる

職種体系などが可視化され、宇宙業界に対する関心理解が高まる
宇宙業界を志す学生や社会人に対する説明ツールとして活用できる

求職者が目指す職種に必要なスキルを把握でき、目標設定がしやすくなる
配置転換時に必要なスキルギャップを明確にできる

スキルに基づく適正配置がしやすくなる
組織内で統一した評価指標を設定できるようになる

スキルの「見える化」が進み、適正配置や昇進判断に活用できる
客観的なスキル評価の基準として活用できる

育成の進捗を、スキルレベルと照らして確認できるようになる
人材育成に必要な教材・研修プログラムの開発に活用できる

育成すべきスキルや水準が明確になり、育成計画を立てやすくなる
求める人物像が明確になり、選考時の基準が統一される

宇宙業界の職種や必要スキルが明確になり、志望者とのミスマッチが減る
宇宙業界の職種や必要スキルが明確になり、志望者とのミスマッチが減る

有効性評価アンケート結果（6/12）宇宙スキル標準の課題解消力
• 宇宙スキル標準の活用によって期待される効果としては、「必要スキルの明確化」、「育成計画の策定」、「育成効果の可視化」、「教
育訓練の質向上」など、育成面での人的基盤を強化する機能が多く挙げられている。

• また、「必要なスキルの明確化」や「各スキルの具体的な説明」により、非宇宙業界の人材にとって就職・転職の機会を創出すること
に貢献できると考えられる。

【宇宙スキル標準を利用することで、具体的にどのように課題を解消できると感じるか】

採用

育成

評価

配置

就職・転職

• 育成すべき人材像やスキル
水準が明確になり、育成・
選考・教育プログラムの策定
に役立つとする意見が多く
見られた。
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スキル項目や説明について、適切な粒度で設計されている

目指すべき姿と自分の現在地が把握しやすい

スキルや役割の内容が具体的に記載されており、イメージが湧きやすい

特定の分野に偏らず、業界全体の視点で設計されていると感じた

専門用語を使いすぎず、読みやすいよう源になっている

スキルのカテゴリや階層構造が明確で、直感的に理解しやすい

宇宙業界以外の分野とも共通するスキルが含まれており、汎用性がある

その網羅性から、多様な人材を想定していると感じた

ロール（職種）ごとに整理されており、自分に関係する部分が探しやすい

必要なスキルが体系的に整理されていて、全体像がつかみやすい

有効性評価アンケート結果（7/12）スキル標準について良いと感じた点
• ロールやキャリアパスをベースに紐づくスキルや業務を確認できることが読み手には有効であることから、新たな職種や業務領域の追加

を検討する際も、既存ロールとの整合性を意識した設計が求められる。
• 専門性を抑えた表現や汎用性のあるスキル記述が支持されていることから、文言の平易化や他産業との共通性を意識した表現の

工夫を継続することが望ましい。

• 構造の明確さと対象の広さが評価されている。
• 専門性を重視しすぎず、扱いやすい表現になって
いる点や、業界全体の視点を反映している点も一
定の支持を得ている。
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スキルの粒度が細かすぎる

同じようなスキルが複数か所に分かれており几帳に感じた

職種やロールの定義が現場とずれている

用語や文章が難しく、直感的に理解しづらい

シートごとのつながりが見えにくい

スキルの分類やロールの区切りが曖昧に感じる

スキルの粒度が荒すぎる

スキルの定義が抽象的で、何を意味しているのか分かりにくい

自分に関係する職種やスキルがどこにあるのか探しにくい

技術系職種に偏っており、非技術系が少ない

有効性評価アンケート結果（8/12）スキル標準について改善すべきと感じた点
• 技術系業務に偏っており「非技術系のスキル」が少ないという指摘が最も多く寄せられている。令和7年度に作成している宇宙スキル

標準（決定版）で非技術系のスキルをまとめることが重要視される（＝対応予定）。
• スキル定義の抽象性や文書の難解さに関する指摘も多く、平易な表現への見直しや具体的な業務例の追加によって、理解しやすさ

を高めることが求められる。

• 人材育成など活用者の目的次第では、より細かい分解が
必要になるとの意見があった。

• 「その他」の中には、「衛星企画からデータ利用まで網羅し
てほしい」など特定の分野に関する追加要望が寄せられた。
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レベル数（5段階）が少なすぎる

スキルごとのレベル定義が不十分で、汎用性に欠ける

レベル数（5段階）が多すぎる

レベル設定が現場のスキル実態とずれている

スキルとの紐づけが不明瞭で、実活用を想像しにくい

レベルごとの定義が曖昧で、区別がつきにくい

各レベルの違いが明確で、現場の感覚と合っている

レベルごとのスキルや役割が実務と一致している

レベルを参考に、評価や育成計画に活かせそう

レベル数（5段階）がちょうどよい

有効性評価アンケート結果（9/12）スキルレベルについて
• レベル数自体は概ね妥当とされている。
• 一方で、レベルごとの定義の区別がつきにくいという指摘もある。レベルの達成を明確に測定する手法がないことがレベルの定義が曖

昧であるという結果につながっているといえる。

• 「そう思う」（約43.5%）が最多
• 肯定的意見：「5段階がちょうどよい」「管理計画に活かせそう」など
• 否定的意見：「差異が曖昧」「業務イメージがしにくい」など

【レベル設定は現場の実態に即していると感じるか】
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とてもそう思う

そう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない
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現場の実態とは異なる分類・呼称になっている

ロールの名称が一般的でなく、意味が取りにくい

ロールの定義が抽象的で、具体的な業務が想像しづらい

一部のロールに内容が偏っており、網羅性に欠ける

類似したロールが複数あり、区別がつきにくい

ロールと業務・スキルとの対応関係が不明瞭

ロールの定義が簡潔でわかりやすく、混乱が少ない

技術系/非技術系の両方がバランスよく含まれている

実務に沿ったロールが整理されている

ロール間の関連性や業務分担のイメージがつかみやすい

業界全体を俯瞰できるようなロール体系になっている

有効性評価アンケート結果（10/12）ロールについて
• ロールについて、分かりやすいという回答も多いものの、「ロールと業務・スキルの対応関係が不明確」という回答も多くある。

実務との接続性を高めるために、各ロールに対する具体的な業務例・必要スキルの例の提示が必要。

• 肯定的：体系性・関連性・実務との整合
性・技術領域のバランスが評価された。

• 否定的・改善意見：定義の曖昧さ・対応関
係の不明確さ・ロール数の多さ・網羅性の不
足など、構造的な課題が多く指摘されている。

良
点

改
善
点
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一部の業務内容が過度に細かく、実務とのずれを感じる

スキルとの対応関係が不明瞭である

「業務」と「ロール」の区別が分かりにくい

記載差rテイル業務が抽象的で、具体的なイメージが湧かない

一部の職種では網羅性が不足している

実際の業務に近く、現場感のある内容である

各職種に必要な業務が体系的に整理されており、網羅性がある

業務とスキルの関連が明確で、理解しやすい構成となっている

業務内容が具体的に書かれており、実務イメージが湧きやすい

有効性評価アンケート結果（11/12）業務について
• 「章節によって詳細さが異なる」「一部が過度に細かい」「全般的すぎる」といった回答があり、業務項目の粒度を整える工夫が求めら
れている。

• 肯定的意見：「業務記載の具体性」・「体系
性・事例の活用」が高く評価。

• 否定的・改善意見：特に「情報のばらつき」
「具体性不足」「ロールとの区別の不明瞭さ」が
課題。

良
点

改
善
点
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その他

海外の教育機関や資格も紹介されていると良いと感じた

レベル別やロール別の学習指標の対応関係が分かりにくい

教育プログラムの具体性が乏しく、実際の講座内容が想像しにくい

対応する教育プログラムや資格が限定的で、選択肢が少ないと感じた

実務スキルに直結しそうな内容が含まれており、実践的である

スキルと対応した教育プログラムなどにより、学習の道筋がわかりやすい

学生や求職者にとって学びの参考になる内容になっている

客観的な学習指標があることで、スキルの可視化が進むと感じた

有効性評価アンケート結果（12/12）教育プログラム・資格等の参考情報について
• 教育プログラム・資格等の参考情報が「スキルの可視化」や「学習意欲の向上」に寄与していることが明らかとなった。
• 目標に基づいた体系的な設計や、スキル重視の評価が実践的であるとの声が多く、現場での活用可能性が高いことが示唆される。
• 複数の学習プログラムや資格体系を提示することで、選択の幅を広げるとともに、年齢層や国際的なニーズにも対応できるようにする
必要がある。

• 肯定的意見：「定期的な学習機会によるスキルの可
視化」、「実務に役立つ内容」など、実践性と継続性
がある情報の掲載が評価されている。

• 否定的・改善意見：「選択肢が少ない」「理論中心
で実務に活かしづらい」など、内容の偏りや実務との乖
離が指摘されている。

• 否定的・改善意見：「年齢層への対応不足」「海外
機関の紹介不足」など、対象の広がりや国際性への
配慮も求められている。

良
点

改
善
点
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